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福島第一原発事故由来放射性セシウムの再浮遊：胞子は重要な役割を果たすのか？
Resuspension processes of Fukushima radioCs: Could fungal spore play a significant role?
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著者らは, 福島第一原発事故の放射能汚染による大気環境影響評価のため, 福島県内の汚染地域に設置された
観測地点で放射性セシウムの大気への再飛散を研究してきた。その結果, 1) 都市部での観測結果と異なり, 典
型的な里山である観測点では,特に夏季に放射性Csの大気中濃度が上昇し(Fig. 1),2)これを担う粒子は, 見た
目や光学顕微鏡像からダストと思われたが, 意外にもその大部分が実は生物由来であること(Fig. 2)を見出し
た。真菌類が放射性Csをカリウムと誤認し濃縮する事実を考慮すると, 再飛散を支える実体として胞子が想定
できる。仮に真菌胞子のみが137Csを運ぶとして, 胞子一個当たりの137Cs量を幾つかの仮定下で推定すると, 5×
10-10-3×10-7 Bq/個となり, 森林から胞子が9×103－5×105個/m2/秒飛散する必要がある。この値は，Sesartic & 
Dallafior (2011) Table 2のForestの最大値387個/m2/秒よりも1~3桁も大きい。しかし実際, 今夏の予備観測
で,バイオエアロゾル個数濃度は5－8×105個/m3に達することが確認され, 我が国の森林から予想以上のバイオ
エアロゾルの飛散が起きていることがわかった。さらに上記仮定に基づくと, 大気中137Cs濃度は2.5×10-4

-0.15 Bq/m3となり, 現実の放射性Csの再飛散と凡そ辻褄が合う。これらから, 夏季におけるバイオエアロゾル
による放射性Csの再飛散を真剣に考慮すべきことがわかってきた。
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